
証
空
の
西
山
義
と
相
伝(

一)
田糸

行

信

東

山

大

谷

の

源

空

入

滅

の

地

を

ま

も

り

、

そ

こ

に

知

恩

院

を

創

め

た

鎮

西

派

に

対

し

て

、

か

つ

て

源

空

が

四

明

の

巌

洞

を

出

で

暫

く

庵 

を

結

ん

だ

西

山

の

広

谷

は

、

そ

の

の

ち

善

恵

房

証

空

に

よ

る

西

山

義

が

さ

か

え

た

。

こ

の

証

空

に

つ

い

て

『
浄

土

源

流

章

』

に
は 

洛
陽
西
山
証
空
大
徳
馳
巒
門
人
甚
多
幷
随
学-

法
乃
証
入
大
徳
瞬
晒
観
真
大
徳
実
信
大
徳
聖
達
大
徳
砌
証
慧
大
徳
師
晒
修
観
大
徳
浄
音
大
徳
道
門
大
徳
隆 

信
大
徳
仏
教
大
徳
遊
観
大
徳
也

と
、

そ

の

門

下

の

代

表

者

を

あ

げ' 

つ

づ

い

て

次

の

通

り

記

載

さ

れ

る

。

証
空
従
一
ー
幼
年-

随-

源
空
上
人
一
拠
胸
習
ー
ー
学
浄
教-
精
一-
詳
義
途
一
源
空
上
人
作
一
一
選
択
集
一
証
空
年
二
十
三 

是
勘
文
役
深
達
一
ー
彼
義
一
証
空
謁
一-

日
野
願 

蓮
上
人
一
11
11
瓠
一
ー
天
台
宗
一
弘
一
一
浄
教
一
高
提
ー
一
綱
宗
一

し

か

も

、

こ

の

後

か

な

り

長

文

に

わ

た

り

教

義

の

概

要

が

述

べ

ら

れ

、

さ

ら

に

門

流

の

諸

義

に

ま

で

言

及

さ

れ

て

い

る

が' 

証
空
そ
の 

人

の

伝

記

に

つ

い

て

は' 

右

に

あ

げ

た

箇

所

の

み

で

あ

る

。

し

た

が

っ

て

、

そ

の

生

涯

に

わ

た

っ

て

は' 

伝

記

資

料

と

し

て

仁

空

実

導

の 

『
西

山

上

人

縁

起

』

に

も

と

づ

き

、

在

世

当

時

の

文

献

資

料

お

よ

び

『
法

然

上

人

行

状

絵

図

』
(

四
七)

等

に

よ

っ

て

、

そ

の

伝

記

を

考

察 

し

た

い

。

と

こ

ろ

で

、

『
西

山

上

人

縁

起

』

は
本
文
六
巻
一
一
十
四
段
、

絵

相

二

十

一

段

よ

り

成

り

、

巻

尾

に

「
至

徳

三

年

孙

十

一

月

二

十

五

日

祖
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師

上

人

遠

忌

ノ

節

ヲ

迎

テ

西

山

往

生

院

上

街

房

ノ

閑

窓

ニ

シ

テ

老

病

ヲ

タ

ス

ケ

翳

膜

ヲ

シ

タ

テ

シ

タ

テ

、
草

草

記

ス

ル

コ

ト

ヲ

ハ

リ

ヌ

」 

と

誌

し

、

至

徳

三

年
(

ニ
ー
一
ハ
六)

十

一

月

二

十

五

日

に

完

成

し

た

こ

と

が

知

ら

れ

る

。

す

な

わ

ち

、

そ

れ

は

証

空

が

没

し

た

宝

治

元

年 

(

ー
ニ
四
七)

よ
り
、

ち

ょ

う

ど

百

四

十

年

を

経

過

し

、

す

で

に

『
法

然

上

人

行

状

絵

図

』

が

鎮

西

教

団

の

確

立

期

に

出

来

た

と

認

め

ら

れ 

る

よ

う

に

、

右

の

『
縁

起

』

は

西

山

教

団

の

発

展

期

に

ま

と

め

た

も

の

で

、

そ

れ

は

ま

た

久

木

幸

男

博

士

が

「
縁

起(

『
西
山
上
人
縁
起
』
丨

(2) 

筆
者
註)

や

四

十

八

巻

伝

は

、

専

修

念

仏

の

運

動

が

宗

教

改

革

的

な

役

割

を

一

応

果

し

了

え

た

時

期

に

成

立

し

た

も

の

」

と

い

わ

れ

る

指
 

摘

か

ら

も

、

西

山

派

祖

と

し

て

の

「
西

山

上

人

伝

」

を

編

纂

、

当

時

の

貴

紳

の

染

毫

を

得

て

絵

巻

に

し

た

も

の

で

あ

ろ

う

。

し

た

が

っ

て

、 

そ

こ

に

は

貴

顕

と

の

関

係

が

色

濃

く

出

さ

れ

て

い

る

事

に

留

意

し

な

が

ら' 

順

序

を

追

う

て

重

点

的

に

七

十

一

年

の

生

涯

を

求

め

て

ゆ

こ 

う
。

な

お' 

本

文

編

者

の

実

導
(

ニ
ー
ー
〇
九
——

一
三
八
ハ)

は

『
蓮

門

宗

派

』

の

「
遊

観

」
(

遊

観

は

『
法
水
分
流
記
』

に
証
空
の
直
弟
と
し
て 

「
栖
空 

住
西
山
北
尾
」
と
記
載)

の
下
に

遊
観-
-

玄
観̂

-

頓
達

——
性

円

—
示
導-
-

示
観

—
浄
円 

—
示
浄

—
実
導

—
明
導

と

あ

り

、

同

じ

く

「
西

山

三

鉛

寺

伝

持

次

第

」

に

次

の

通

り

記

載

さ

れ

る

。

第
十0

一
匸
導
，二
人
仁
空
号
浄
街
坊
院
嘉
慶
二
年
十
一
月
十
一
日
入
滅
就 

し

た

が

っ

て

、
実

導

は

慈

円

・
証

空

ゆ

か

り

の

三

鉛

寺

の

伝

統

を

継

承

す

る

関

係

上

、

往

生

院

・
華

台

廟

の

こ

と

に

つ

い

て

詳

し

く

述 

べ
て

い
る
。

ま

ず' 

第

一

巻

の

は

じ

め

に

は

俗

姓

と

出

家

に

つ

い

て
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俗
姓
ハ
源
氏
天
暦
聖
主
ノ
皇
胤
賀
州
刺
史
親
季
ノ
朝
臣
竝
如
〈
長
男
也
、
治
承
元
年
酊
十
一
月
九
日
甲
辰
種
種
ノ
嘉
瑞
ア
リ
テ
、

コ
ノ
家
一
一
誕
生
ス
、
 

童
雅
ノ
ム
カ
シ
、
久
我
内
大
臣
通
親
公
彼
ノ
明
敏
ノ
性
ヲ
感
ジ
テ
、
且
ッ
ハ
ー
門
ナ
ル
ー-

ヨ
リ
テ
、
猶
子
ト
シ
テ
元
服
セ
シ
メ
ン
ト
ス
ル-
ー
、
生
年 

纔
-
一
十
四
歳
、
幼
齢
ナ
リ
ト
イ
へ
ド
モ
、
深
ク
菩
提
心
一
一
住
シ
テ
更
ー
ー
理
髪
ノ
心
ザ
シ
ヲ
ナ
シ
、
タ

、
出
家
ノ
義
ヲ
庶
幾
シ
給
フ
、
厳
父
嫡
子
ナ
ル 

ヲ
モ
テ
ス
ベ
テ
是
ヲ
ユ
ル
サ
ズ
、
ソ
ノ
母
愁
涙
ノ
ア
マ
リ
ー
条
堀
川
ノ
橋
ノ
辺
リ
ニ
シ
テ
橋
占
ヲ
ト
ハ
レ
ケ
ル-
ー
、

一
僧
ア
リ
テ
真
観
清
浄
観
、
広 

大
智
慧
観
、
悲
観
及
慈
観
、
常
願
常
瞻
仰
ノ
偈
ヲ
誦
ジ
テ
西
ニ
向
ヒ
テ
行
ケ
リ
、
サ
テ
ハ
仏
法
ノ
器
ナ
ル
ベ
キ
シ
ル
シ
ニ
コ
ソ
ト
テ
、
チ
カ
ラ
ナ
ク 

出
家
ヲ
ゾ
ユ
ル
サ
レ
ケ
ル

と

載

せ

る

。

す

な

わ

ち

、

こ

れ

は

『
法

然

上

人

行

状

総

図

』

第

四

十

七

巻

の

第

一

段

前

半

と

内

容

・
表

現

共

よ

く

似

て

い

て

、

お
そ
ら

く 

『
行

状

絵

図

』

を

も

と

に

し

て

更

に

詳

し

く

し

た

も

の

と

考

え

ら

れ

る

。

ま

た

『
法

水

分

流

記

』

に
は
、

つ

ぎ

の

通

り

に

記

載

さ

れ

る

。
 

証
空
善
恵
住
西
山
鮭
切
院
加
賀
権
守
親
季
子
久
我
内
府
通
親
猶
子
上
人
往
生
時
三
十
六
歳
宝
治
元
村
十
一
二
十
六
午
险
往
生
七
十
一
歳 

源
流
章
云
源 

空
上
人
作
選
択
集
証
空
大
徳
是
勘
文
役
源
達
彼
義
一6

龍
御
殿
開
山
初
住
小
坂
奥
州
配
所
無
動
寺
前
大
僧
正
被
申
預 

か
く
て

、

こ

れ

ら

の

史

料

に

よ

れ

ば

、

誕

生

は

治

承

元

年(

一
ー
七
七)

十

一

月

九

日

、

加

賀

権

守

親

季

の

長

男

と

し

て

生

ま

れ

、

内
大 

臣

久

我

通

親

の

猶

子

と

な

り

、

十

四

歳

す

な

わ

ち

建

久

元

年(

ー
ー
九
〇)

に

出

家

し

た

と

伝

え

て

い

る

。
 

と

こ

ろ

で

、

そ

の

出

家

に

つ

い

て

『
行

状

絵

図

』

と

『
縁

起

』

に
は
、

は

じ

め

元

服

さ

せ

よ

う

と

し

た

が

肯

ぜ

ず

、

か
え

っ
て

強

く

出 

家

を

望

ん

だ

と

い

う

。

そ

こ

で

橋

占

に

た

ず

ね

、

そ

の

予

言

に

し

た

が

っ

て

出

家

を

許

し

た

と

い

い

、

さ

ら

に

『
行

状

絵

図

』

に

は

「
童 

子

の

い

は

く

、

法

然

上

人

の

弟

子

と

な

ら

む

と' 

こ

れ

に

よ

り

て

、

建

久

元

年

上

人

の

室

に

入

、

や

が

て

出

家

せ

さ

せ

ら

れ

て

、

解

脱
房 

と

号

す

。

た

ヾ

し

笠

置

の

解

脱

上

人

と

同

名

な

る

に

よ

り

て

、

こ

れ

を

あ

ら

た

め

て

善

恵

房

と

つ

け

ら

れ

き

」

と

記

載

さ

れ

る

。

こ
れ
に 

対

し

て

『
縁

起

』

に
は
、

第

二

段

に

詳

し

く

経

過

を

述

べ

る

。

す

な

わ

ち

、

当

初

、

仁

和

寺

か

醍

醐

寺

の

院

家

、

ま

た

は

南

都

・

北

嶺

の 

門

室

に

入

る

べ

き

事

に

つ

い

て

計

ら

れ

た

が

、

「
法

然

上

人

ノ

弟

子

ト

ナ

ラ

ン

コ

ト

我

本

意

ナ

リ

」

と

い

う

願

い

を

容

れ

、

そ

の

「
発
心 

ノ
趣
向
」

に

感

じ

た

通

親

は

吉

水

の

禅

房

へ

送

っ

た

と

伝

え

る

。

時

に

源

空

は

五

十

八

歳

で

あ

っ

た

が

、

『
玉
葉
』

に
は

前
年

の

文

治

五 

年

ハ

月

ハ

日

の

条

に

「
法

然

聖

人

来

授

戒

、

其
後
始
一
一
念
仏-

」
(

五
五)

と

あ

り

、

源

空

は

初

め

て

兼

実

に

授

戒

し

て

よ

り

、

九

条

家

を

紐
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帯

と

し

て

急

速

に

貴

顕

と

の

関

係

を

深

め

た

時

期

で

も

あ

っ

た

。

か

く
て

、

源

空

の

弟

子

と

な

り

解

脱

房

と

名

の

っ

た

が

、

笠

置

の

解

脱

上

人(

貞
慶)

と

同

名

な

る

た

め

善

恵

房

と

改

め

た

と

い

い

、

さ 

ら

に

『
縁

起

』

に

は

「
諱

八

証

空

ナ

リ

、

此

ハ

尊

考

ノ

証

ノ

字

、

師

匠

ノ

空

ノ

字

ヲ

ト

リ

給

フ

ナ

ル

ヘ

シ

」

と

あ

っ

て

、

父

親

季

の

法

名 

「
証

玄

」

の
証
と
、

師

「
源

空

」

の

空

の

一

字

づ

つ

を

と

っ

て

証

空

と

称

し

た

と

伝

え

る

。

つ

づ

い

て

『
縁

起

』

に

は

、

入
室
出
家
後
の 

修

学

に

つ

い

て

次

の

通

り

述

べ

て

い

る

。

(

前
略)

浄
土
真
宗
ノ
要
義
ハ
善
導
和
尚
十
六
観
ノ
精
要
ヲ
ソ
授
ラ
レ
ケ
ル
、
ヲ
ホ
ヨ
ソ
黒
谷
ノ
門
弟
ソ
ノ
数
ヲ' 

シ
ト
イ
へ
ト
モ
本
書
ノ
講
釈
ー
ー
イ 

タ
リ
テ
ハ
聞
者
ハ
ナ
ハ
タ
ス
ク
ナ
ク
、
夕̂

7
\

講

席-
一
摂
ス
ル
コ
ト
ア
リ
ト
モ
ー
巻
半
巻
ニ
ス
グ
ベ
カ
ラ
ズ
、

シ
カ
ル
ー
一
善
慧
上
人
ハ
菩
薩
戒
ノ 

義
記
ハ
三
変
文
々
句
々
ノ
師
授
ヲ
蒙
り
、
観
経
疏
ノ
料
簡
ハ
数
章
章
科
ノ
訓
説
ヲ
受
ケ
給
へ
り
、
シ
カ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
ハ
宗
ノ
大
綱
ヲ
ヲ
シ
へ
諸
教
ノ 

元
意
ヲ
示
サ
レ
ケ
ル
ー
ー'

一
ー 

ノ
義
理
通
達
セ
ズ
ト
イ
フ
事
ナ
シ
、
天
台
宗
ノ
法
門
ヲ
八
、
身
ツ
カ
ラ
モ
指
授
セ
ラ
レ
ケ
レ
ト
モ
証
相
通
ズ
レ
バ
ー
ー 

テ
、
太
子
御
陵
ノ
願
蓮
上
人
一
一
挙
達
シ
テ
聴
学
セ
シ
メ
給
ヒ
キ
、
真
言
八
三
昧
法
曼
院
ノ
両
流
ヲ
ウ
ケ
給
へ
り
、
始
ハ
法
曼
院
相
実
法
印
ノ
上
足
ノ 

弟
子
政
春
阿
闍
梨
ー
ー
随
而
両
部
大
教
ヲ
学
シ
、
三
部
許
可
ヲ
ウ
ク
ト
イ
へ
ト
モ
阿
闍
梨
ノ
示
滅
ー
ー
ア
ヒ
テ
入
壇-

ヲ
ヨ
ハ
ズ
、
其
ノ
後
吉
水
ノ
大
僧 

正
慈
鎮
和
尚
ノ
門
跡
ニ
シ
テ
、

フ
タ
、
ヒ
四
度
ノ
義
軌
ナ
ラ
ビ.
一
一
秘
密
ノ
許
可
面
受
相
伝
セ
ラ
ル
、
灌
頂
ハ
和
尚
ノ
厳
命-
ー
ヨ
リ
テ
仰
木
ノ
公
円
僧 

正

ノ

所-
ー
シ
テ
伝
法
受
職
ノ
事
義
ヲ
ハ
成
セ
ラ
レ
ケ
ル
、
凡
ソ
和
尚
ハ
師
範
ナ
リ
ト
イ
へ
ト
モ
深
ク
上
人
ヲ
モ
テ
善
知
識
ト
タ
ノ
ミ
給
フ 

や

や

長

文

に

わ

た

っ

て

引

い

た

が' 

そ

の

示

す

と

こ

ろ

は

源

空

の

門

下

と

し

て

浄

土

教

を

学

ぶ

に

当

た

り' 

と

く

に

善

導

が

十

六

観

の 

精

要

に

つ

い

て

自

ら

古

今

楷

定

し

た

、

い

わ

ゆ

る

『
観

経

疏

』

の

講

席

に

は

べ

っ

て

直

接

に

指

導

を

う

け

る

と

共

に

、

ひ

ろ

く
ハ
宗
の
大 

綱

を

学

ん

だ

事

に

注

目

し

た

い

。

こ

の
う
ち

、

諸

宗

の

教

義

に

つ

い

て

は

、

天

台

を

願

蓮

に

、
真

言

を

政

春

に

学

び

、

そ

の

の

ち

「
慈
鎮 

和

尚

」

す

な

わ

ち

慈

円

に

学

び

、

慈

円

の

命

に

よ

っ

て

公

円

か

ら

灌

頂

を

う

け

た

事

を

伝

え

て

い

る

。

と

こ

ろ

で

、

こ

の

よ

う

な

研

鑽

の

経

過

に

つ

い

て

は

、

証

空

が

特

に

天

台

教

学

に

関

心

を

も

ち

、

『
源

流
章
』

に

も

記

載

す

る

通

り

、 

日

野

の

願

蓮

に

就

い

て

天

台

宗

を

学

び' 

さ

ら

に

『
縁

起

』

に

い

う

様

に

台

密

を

政

春

よ

り

修

得

し

た

こ

と

は

、

天

台

教

学

を

究

め

よ

う 

と

し

た

も

の

で

、

こ

れ

に

よ

っ

て

自

ら

浄

土

教

の

教

学

大

系

を

樹

立

し

よ

う

と

す

る

と

こ

ろ

に

、

生

涯

の

志

願

が

あ

っ

た

も

の

と

考

察

さ
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れ
る
。

か

く

し

て

政

春

の

没

後

、

慈

円

に

師

事

し

て

よ

り

、

慈

円

と

の

関

係

を

急

速

に

深

め

た

こ

と

は

、

承

元

の

念

仏

弾

圧

の

際

も

、

慈 

円

の

庇

護

を

う

け

て

流

罪

を

免

れ

て

い

る(

『
歎
異
抄
』
蓮
如
写
本
の
流
罪
記
録
，
『
拾
遺
古
徳
伝
』
七

・

『
法
水
分
流
記
』)

。
さ

ら

に

、

こ
れ
に
っ 

い

て

は

源

空

入

滅

の

頃' 

証

空

は

西

山

へ

移

住

し

た

と

推

定

さ

れ

、

『
縁

起

』

に

よ

れ

ば

、

か

つ

て

源

算

ゆ

か

り

の

往

生

院

が

観

性

よ

り 

慈

円

へ

、

そ

し

て

「
建

保

ノ

比

善

恵

上

人

ニ

ゾ

附

属

シ

給

フ

」

と

あ

り

、

そ

の

事

は

三

鉛

寺

文

書

の

建

保

四

年

十

マ

月

の

譲

状(

雑
々
文 

書)

に

よ

っ

て

確

認

さ

れ

る

が

、

さ

ら

に

『
縁

起

』

に

は

、

つ

づ

い

て

次

の

通

り

の

記

載

が

あ

る

。

コ
ノ
所-
ー
フ
ル
ク
ヨ
リ
参
鉛
寺
ノ
称
号
ア
リ
三
峰
並-
一
峙
テ
三
鈴
ノ
形--

似
タ
ル
故
ト
カ
ヤ
、
是
モ
観
性
ノ
時
ヨ
リ
ノ
事-
ー
ヤ
往
生
院
ニ
ハ
善
慧
上 

人
止
住
ノ
後
承
久
三
年
春
十
二
月
三
日
不
断
念
仏
ヲ
始
行
セ
ラ
レ
シ
ョ
リ
顕
密
種
種
ノ
行
法
供
僧
ヲ
サ
ダ
メ
テ
修
セ
シ
メ
給
フ
、
仏
眼
釈
迦
弥
陀
ノ 

長
日
ノ
供
養
法
ハ
不
断
念
仏
同
時-
-

ハ
ジ
メ
ラ
レ
ケ
リ
ト
見
へ
タ
リ
、
毎
月
十
日
観
性
法
橋
忌
日
ニ
ハ
存
日
ノ
発
願
ノ
ム
ネ-
ー
マ
カ
セ
テ
報
恩
講
ヲ 

修
シ
テ
ー
切
ノ
神
祗
冥
道
三
国
伝
燈
ノ
顕
密
ノ
諸
師
乃
至
有
縁
無
縁
ノ
亡
霊-
ー
イ
タ
ルI

テ
都
会
ノ
壇
場
ヲ
建
、
平
等
ノ
供
施
ヲ
マ
ウ
ケ
秘
密
ノ
行 

法
ヲ
修
シ
天
台
ノ
宗
要
集
ヲ
論
談
ス
事
理
ノ
慧
業
尽
シ
テ
彼
ノ
大
願
ヲ
ゾ
相
続
セ
ラ
レ
ケ
ル
、
又
タ
十
四
日
光
明
大
師
ノ
忌
辰
二
十
五
日
黒
谷
上
人 

ノ
月
忌
ー
ー
観
経
講
説
ノ
法
席
ヲ
ノ
ベ
往
生
浄
土 
ノ
要
義
ヲ
談
ジ
テ
和
漢
ノ
祖
師
ノ
報
恩
ニ
資
シ
テ
道
俗
見
聞
ノ
安
心
ヲ
ス'

メ
給
ヒ
ケ
リ
、
吉
水
ノ 

和
尚
彼
ノ
不
断
念
仏
等
始
行
ノ
縁
起
ヲ
記
シ
給
へ
り

す

な

わ

ち

、

証

空

が

往

生

院

止

住

の

後' 

『
縁

起

』

に

は

承

久

三

年(

ニ
ー
ー
ニ)

十

二

月

三

日

に

不

断

念

仏

を

始

め

た

折

、

顕
密
種

 々

の

行

法

供

僧

に

つ

い

て

記

載

し

、

と

く

に

慈

円

が

不

断

念

仏

等

始

行

の

縁

起

を

作

っ

た

事

を

伝

え

、

以

て

慈

円

と

の

深

い

因

縁

の

程

が

察 

せ

ら

れ

る

。

し

か

も

、

九

年

後

の

寛

喜

二

年

四

月

の

『
三

鉛

寺

文

書

』
(

信
阿
弥
陀
仏
の
寄
進
状)

に' 

そ

の

こ

ろ

証

空

が

監

理

し

て

い

た

松

(3)

尾

房

に

「
念

仏

衆

」

が

居

住

し

て

い

た

事

は

、

す

で

に

「
西

山

教

団

の

萌

芽

」

と

し

て

留

意

さ

れ

る

と

こ

ろ

で

あ

り

、

こ
の
証
空
を
中
心 

と

す

る

教

団

は

、

慈

円

作

詞

の

縁

起

に

不

断

念

仏

・
六

時

礼

讃

・
問

答

論

義

の

三

箇

の

行

事

と

、

そ

れ

が

慧

遠

の

白

蓮

社

の

伝

統

を

引

く 

事

を

述

べ

る

の

で' 

以

て

そ

の

性

格

の

側

面

を

窺

知

す

る

こ

と

が

で

き

よ

う

。

か

く
て' 

『
西

山

上

人

縁

起

』

に

は

、

往

生

院

を

は

じ

め

、

歓

喜

心

院

・

浄

橋

寺

・

遣

迎

院

な

ど

四

箇

寺

の

建

立

、

塔

婆

の

造

立

、

料 

所

の

寄

附' 

さ

ら

に

不

断

念

仏

や

経

論

の

開

板

、

称

名

・
読

誦

・
書

写

な

ど

を

行

な

い' 

貴

顕

よ

り

の

帰

敬

を

う

け

た

事

の

一

段

を

載

せ
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た

後

、

「
宝

治

元

年

ね

十

一

月

二

十

六

日

也

午

剋

二

白

川

遣

迎

院

ニ

テ

上

人

遂

入

滅

シ

給

フ

、

俗

寿

七

十

一

ナ

リ

」

と

記

録

す

る

が

、

こ 

の

間

に

績

極

的

な

講

談

と

共

に

数

お

お

く

の

著

書

が

作

ら

れ

て

い

る

。

と

こ

ろ

で' 

そ

の

著

書

に

つ

い

て

は

書

誌

学

的

に

問

題

が

あ

る

も

の

が

多

く

、

さ

ら

に

今

後

の

研

究

に

俟

た

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

が

、 

こ

の

う

ち

特

に

事

相

部

に

属

す

る

も

の

は

江

戸

時

代

後

期

に

偽

撰

説

が

出

さ

れ

、

な

お

今

日

も

疑

問

が

解

決

さ

れ

て

い

な

い

の

で

、

こ
れ 

ら

を

除

い

て

考

察

し

て

ゆ

き

た

い

。

し

た

が

っ

て

、

『
選

択

集

』

相

伝

の

上

で

注

目

し

た

い

『
選

択

集

密

要

決

』

五

巻
も

、

そ
れ

が

事

相 

鈔

三

十

八

巻

中

に

所

収

さ

れ

る

の

で

省

き

、
証

空

自

筆

と

し

て

確

実

な

「
熊

谷

入

道

殿

へ

」

の

消

息
(

清
凉
寺
蔵)

を

先

ず

あ

げ

、

消
息
・ 

法

語

と

し

て

伝

え

ら

れ

る

も

の

よ

り

漸

次

そ

の

念

仏

義

を

う

か

が

う

事

と

し

た

い

。

ま

ず

、

右

の

熊

谷

直

実

宛

の

消

息

は

「
四

月

三

日

」

付

の

熊

谷

へ

の

返

事

で

あ

り

、

こ

れ

に

関

し

て

は

既

に

赤

松

俊

秀

博

士

が

指

摘

さ 

れ

た

よ

う

に

、

冒

頭

の

二

十

字

を

除

い

た

以

外

は

『
行

状

絵

図

』

巻

二

十

七

所

載

の

源

空

消

息

と

同

文

で

あ

っ

て

、

た
だ

署
名
が

異
る
の 

み

で

あ

る

。

し

た

が

っ

て

、

そ

の

本

文

を

以

て

証

空

の

こ

と

を

語

る

こ

と

は

出

来

な

い

。

し

か

し

、

こ

の

事

よ

り

推

察

す

れ

ば

『
行
状
絵 

図
』

に

所

載

の

消

息

は

史

料

と

し

て

信

頼

で

き

る

も

の

と

認

め

う

る

か

ら

、

こ

の

点

よ

り

「
津

の

戸

の

三

郎

入

道

」

へ
の
消
息
二
通
と 

「
九

条

の

入

道

将

軍

の

御

尋

」

へ

の

消

息

一

通

を

採

り

あ

げ

る

事

と

す

る

。

こ

の
う
ち

、

津

戸

入

道

尊

願

へ

の

消

息

に

つ

い

て

は

、

『
行

状

絵

図

』

に

抄

出

が

載

っ

て

い

る

が

、

九

巻

伝

の

『
法

然

上

人

伝

記

』

巻 

三

上

に

は

全

文

を

収

め

、

そ

の

前

に

消

息

の

出

さ

れ

た

事

情

に

も

詳

し

い

。

す

な

わ

ち

『
九

巻

伝

』

に

よ

れ

ば

、

津

戸

入

道

は

源

空

滅

後

、
 

不

審

の

事

を

証

空

に

尋

ね

て

い

た

が

、

文

暦

元

年
(

一
ニ
三
四)

の

こ

ろ

東

国

の

念

仏

者

の

中

に

、

無

智

の

念

仏

者

は

臨

終

正

念

で

も

往

生 

で

き

ず

、

学

生

の

念

仏

者

は

狂

乱

顚

倒

で

も

決

定

往

生

で

き

る

事

が

「
善

恵

上

人

の

義

」

と

し

て

伝

え

ら

れ

た

こ

と

に

つ

い

て

、

入
道
が 

証

空

へ

書

状

を

以

て

尋

ね

た

の

に

対

し

、

同

年

九

月

三

日

に

返

状

と

し

て

出

さ

れ

た

第

一

通

と

、

つ

い

で

同

年

十

月

十

二

日

に

重

ね

て

出 

さ

れ

た

第

二

通

で

、

以

下

そ

の

内

容

に

つ

い

て

考

察

し

て

ゆ

こ

う

。

ま

ず

、

第

一

通

の

本

文

を

掲

げ

る

と

、
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阿
性
房
の
も
と
へ
の
便
に
つ
け
て
、
御
不
審
候
け
る
様
承
候
こ
そ
存
の
外
に
候
へ
、
其
後
、
申
披.
へ
き
よ
し
存
候
へ
共
、
愴
の
便
を
不
得
候
間
、
思 

な
が
ら
過
候
程
に
、
御
所
労
と
て
阿
性
房
下
向
せ
ら
れ
候
便
を
悦
で
申
候
、
学
問
せ
ざ
る
ひ
ら
信
じ
の
念
仏
は
、
往
生
す
べ
か
ら
ざ
る
よ
し
、
此
辺 

に
申
と
聞
え
候
ら
ん
、
極
め
た
る
ひ
が
事
に
て
候
也
、
本
願
の
理
を
よ
く
思
入
て
、
平
に
信
じ
て
学
問
せ
ざ
る
も
、
又
文
に
付
て
学
す
る
も
、
落
っ 

く
所
は
只
同
く
南
無
阿
弥
陀
仏
に
て
往
生
す
べ
き
に
て
こ
そ
候
へ
、
た£

し
平
信
じ
と
て
、
本
願
の
あ
り
さ
ま
を
も
し
ら
ず
、
善
悪
の
因
果
を
も
不 

弁'

た
ヾ
南
無
阿
み
だ
仏
と
申
ば
か
り
に
て
、
往
生
す
と
心
え
た
る
輩
、
当
世
に
た
ヾ
こ
れ
は
一
往
は
信
ず
る
に
似
た
り
と
い
へ
共
に
、
悉
く
尋
れ 

ば
さ
し
て
思
入
た
る
処
な
し
ゝ
ふ
か
く
信
ず
る
義
候
は
ざ
る
也
、
是
を
ば
ひ
ら
信
じ
と
申
に
も
不
及
候
也
、
加
様
の
輩
に
向
て
は
、
本
願
の
む
な
し 

か
ら
ず
、
凡
夫
を
摂
す
る
い
は
れ
、

一
分
に
て
も
か
ま
へ 

て
心
え
よ
と
申
き
か
せ
候
也
、
是
が
聞
へ 
候
や
ら
ん
、
正
し
く
本
願
の
む
な
し
か
ら
ざ
る 

を
信
た
る
上
に
、
機
に
随
て
或
は
平
に
願
力
を
信
じ
て
、
我
心
に
立
ぬ
と
思
ひ
て
、
念
仏
す
る
人
も
候
、
或
は
本
願
を
信
ず
る
上
に
、
弥
理
を
あ
き 

ら
め
ん
為
に
、
学
問
し
て
思
入
人
も
候
、
意
楽
お
な
じ
か
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
往
生
は
全
く
異
な
ら
ず
候
を
、
学
問
す
る
人
は
学
せ
ざ
る
人
を
そ
し 

り
、
学
せ
ざ
る
人
は
学
問
す
る
人
を
そ
し
る
事
、
相
互
に
極
た
る
ひ
が
事
也
、
た£

所
詮
は
法
蔵
ぼ
さ
つ
、
乃
至
十
念
の
ち
か
ひ
に
こ
た
へ
て
、
衆 

生
称
名
称
念
せ
ば
必
ず
生
る
べ
き
理
の
極
り
て
、
已
に
阿
み
陀
仏
に
成
て
、
善
悪
の
凡
夫
を
も
ら
さ
ず
摂
し
給
へ
る
故
に
、
釈
迦
も
是
を
と
き
、
諸 

仏
の
証
誠
も
む
な
し
か
ら
ざ
る
事
を
憑
て
、
御
念
仏
候
は
ヾ
更
に
御
往
生
疑
な
く
候
、
此
旨
こ
そ
、
ふ
か
く
存
ず
る
事
に
て
候
へ
ば
、
人
に
も
申
聞 

か
せ
、
身
に
も
存
候
へ
、
見
参
に
て
申
ま
ほ
し
く
候
へ
ど
も
、
今
は
互
に
か
な
は
ぬ
事
に
て
候
へ
ば
、
あ
ら̂

-

申
候
な
り
、
阿
性
房
は
か
や
う
の 

事
も
是
に
て
聞
な
れ
思
入
ら
れ
た
る
事
に
て
候
へ
ば
た
づ
ね
き
か
せ
給
べ
く
候

と

述

べ

ら

れ

る

。

す

な

わ

ち

、

こ

の

返

信

に

よ

れ

ば

、

「
ひ

ら
(

平)

信

じ

」

の

念

仏

が

「
本

願

の

あ

り

さ

ま

を

も

し

ら

ず

、

善
悪
の
因 

果

を

も

不

弁' 

た

ヾ

南

無

阿

み

だ

仏

と

申

ば

か

り

に

て

、

往

生

す

と

心

え

た

る

輩

」

に

よ
り
、

安

易

に

受

容

さ

れ

た

る

事

に

つ

い

て

注

意 

を

う

な

が

し

た

ま

で

で

あ

り

、

決

し

て

学

問

の

有

無

に

よ

っ

て

往

生

が

定

ま

る

も

の

で

な

い

旨

を

弁

明

さ

れ

て

あ

る

が

、

つ
い
で
翌
十
月 

十

二

日

に

は

、

さ

ら

に

意

を

尽

く

す

べ

く

次

の

ご

と

き

消

息(

第
二
通)

が

し

た

た

め

ら

れ

て

い

る

。

当
時
関
東
の
学
者
の
中
に
、
或
は
無
智
の
人
は
往
生
せ
ず
、
臨
終
正
念
に
し
て
命
終
す
と
も
往
生
と
は
不
可
定
と
云
、
或
は
学
者
た
と
ひ
臨
終
狂
乱 

す
共
、
猶
こ
れ
往
生
也
と
云
事
、
返
々
ひ
が
事
に
て
候
也
、
若
無
智
の
人
往
生
せ
ず
と
い
は
ヾ
弥
陀
の
本
願
已
に
機
を
嫌
に
な
る
、
其
理
不
可
然
、
 

他
力
本
願
を
信
ぜ
ば
、
有
智
無
智
み
な
往
生
す
べ
し
、
信
心
を
発
し
て
後
は
、
学
不
学
は
人
の
心
に
随
ふ
べ
き
也
、
然
を
其
智
あ
さ
く
し
て
、
学
を
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好
む
輩
、
人
を
そ
し
り
、
お
の
れ
を
ほ
め
ん
が
為
に
、
如
此
の
説
を
い
た
す
か
、
ま
た
臨
終
正
念
な
り
と
も
往
生
を
不
可
得
と
云
事
、
本
願
を
信
ず 

る
人
、
正
念
に
住
せ
ん
上
は
何
ぞ
往
生
せ
ず
と
云
べ
き
、
本
願
を
信
ぜ
ざ
る
の
輩
の
臨
終
正
念
は
、
実
に
往
生
と
定
が
た
し
、
不
信
の
人
の
臨
終
を 

も
て
、
信
者
を
み
だ
る
条
、
無
其
謂
候
、
文
学
生
は
臨
終
狂
乱
す
と
も
、
往
生
と
定
べ
し
と
云
事
、
経
文
の
中
に
其
文
惣
じ
て
見
及
候
は
ず
、
又
道 

理
不
可
然
、
凡
極
楽
に
お
き
て
は
専
本
願
を
信
ず
る
に
よ
る
、
又
学
生
に
よ
ら
ず
、X

無
智
に
よ
ら
ざ
る
也
、
信
心
若
発
ば
、
有
智
無
智
も
臨
終
ほ 

必
ず
正
念
に
住
す
べ
し
、
何
ぞ
学
生
に
至
り
て
正
念
を
捨
や
、
若
学
生
な
り
と
も
、
臨
終
狂
乱
せ
ん
は
、
是
本
よ
り
信
心
な
き
故
也
、
但
下
品
下
生 

の
、
此
人
苦
逼
念
仏
等
の
文
に
異
義
を
成
す
る
輩
候
歟
、
此
文
の
心
は
只
死
苦
の
失
念
也
、
全
狂
乱
顚
倒
の
相
に
あ
ら
ず
、
さ
れ
ば
釈
に
ほ
臨
終
正 

念
金
花
来
応
也
と
い
へ
り
、
た
と
ひ
病
死
の
苦
痛
あ
り
と
も
、
念
仏
の
行
お
こ
た
ら
ず
ば
必
ず
正
念
と
云
へ
る
義
也
、
凡
苦
痛
与
顚
倒
、
其
體
大
に 

異
成
故
に
候
、
如
此
き
の
妄
説
不
可
有
御
信
用
、
只
一
向
本
願
を
憑
て
御
念
仏
不
懈
候
事
可
為
本
意
候
也 

こ

の

消

息

に

お

い

て

、

証

空

は

前

に

津

戸

入

道

が

報

告

し

た

関

東

の

学

者

間

で

の

問

題

に

つ

い

て

、

そ

れ

が

先

ず

僻

事

で

あ

る

と

示

し

、 

「
他

力

本

願

を

信

ぜ

ば' 

有

智

無

智

み

な

往

生

す

べ

し

、

信

心

を

発

し

て

後

は

、

学

不

学

は

人

の

心

に

随

ふ

べ

き

也

」

と

自
ら

の

基

本

的 

立

場

を

明

か

し' 

つ

い

で

生

半

可

な

好

学

の

輩

が

、

他

を

謗

り

自

見

を

主

張

す

る

た

め

に

、

こ

の

様

な

説

を

宣

伝

し

た

も

の

と

見

定

め

、 

以

下

に

臨

終

正

念

を

め

ぐ

っ

て

の

領

解

が

述

べ

ら

れ

て

い

る

。

而

し

て

、

こ

の

臨

終

の

正

念

に

つ

い

て

は

「
信

心

若

発

ば

、

有

智

無

智

も 

臨

終

は

必

ず

正

念

に

住

す

べ

し

」

と
、

信

心

と

の

深

い

関

係

を

明

か

す

。

こ

れ

に

対

し

て

、

臨

終

の

狂

乱

は

「
本

よ

り

信

心

な

き

故

」

と 

明

か

し

、

特

に

『
観

経

』

下

々

品

の

「
此

人

苦

逼 

不
“
遑
一
一
念
仏

」

の
文
を
、

死

苦

で

な

く

て

狂

乱

顚

倒

の

相

と

理

解

し

た

と

こ

ろ

に 

異

義

発

生

の

原

因

を

求

め

た

。

か
く
て

、

「
臨
終
正
念
即
有
一-

金

華

来

応

」
(

『
散
善
義
』)

の

文

を

あ

げ

「
た

と

ひ

病

死

の

苦

痛

あ

り

と 

も
、

念

仏

の

行

お

こ

た

ら

ず

は

必

ず

正

念

と

云 

へ
る
義
也
」

と

し

て

、

い

か

に

苦

痛

な

臨

終

で

あ

っ

て

も

念

仏

を

怠

ら

な

け

れ

ば

必

ず

正 

念

に

住

す

と

す

る

。

か

く

て

、

苦

痛

と

顚

倒

と

は

全

く

異

る

と

し

て

、

関

東

で

の

妄

説

を

信

じ

て

は

な

ら

な

い

と

示

し' 

ひ

と

え

に
本
願 

を

憑

ん

で

念

仏

を

懈

怠

し

な

い

事

こ

そ

本

意

で

あ

る

旨

を

告

げ

る

。

な

お' 

こ

れ

に

つ

い

て

『
九

巻

伝

』

の

作

者

は

「
善

恵

上

人

の

存

意 

又

い

ま

の

消

息

に

見

え

た

り

」

と

い

う

が

、

こ

れ

に

随

え

ば

、

右

に

全

文

を

掲

げ

た

消

息

は

、

そ

の

念

仏

の

核

心

を

知

る

上

に

重

要

な

も 

の

と

申

さ

ね

ば

な

ら

な

い

。

こ

れ

に

対

し

て

、

九

条

の

入

道

将

軍

へ

の

消

息

は

念

仏

者

の

安

心

に

つ

い

て

詳

し

く

釈

明

さ

れ

た

も

の

で

あ
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り
、

次

に

そ

の

消

息

の

内

容

を

う

か

が

っ

て

み

よ

う

。

な

お

、

こ

こ

に

い

う

九

条

の

入

道

将

軍

と

は

頼

経

の

こ

と

で

あ

り

、

兼

実

の

曾

孫 

(

『
尊
卑
分
脈
』
に
よ
れ
ば
、
兼
実
—
良
経
—
道
家
——
頼
経)

で

、

『
行

状

画

図

翼

賛

』
(

五
五)

に

も

所

載

す

る

よ

う

に' 

道

家

の

三

男

で

寛

元 

三

年
(

一
ニ
四
五)

に

出

家

し

、

康

元

元

年
(

ニ
ー
五
六)

三

十

九

歳

で

没

し

て

い

る

か

ら

、

宝

治

元

年
(

一
ニ
四
七)

七

十

一

歳

寂

の

証

空

と 

の

交

際

は

証

空

最

晩

年

の

時

期

と

考

え

ら

れ

、

両

者

の

年

齢

も

四

十

一

年

の

差

が

あ

る

。

し

か

し

、

こ

の

消

息

を

「
記

文

」

と
し
て

記
載 

す

る

『
行

状

絵

図

』
(

四
七)

に
は
、

前

の

津

戸

入

道

宛

の

消

息

と

同

じ

く

『
観

経

』

下

々

品

の

文

を

あ

げ

て

「
苦

は

先

世

の

因

に

む

く

ひ 

た

る

果

報

の

す

が

た

也

、

狂

乱

は

当

来

の

果

を

あ

ら

は

す

、

悪

業

の

か

た

ち

也

、

な

ん

ぞ

因

果

を

分

別

し

て

、

か

く

の

ご

と

き

説

を

い

た 

す

や

」

と

し

て

、

狂

乱

往

生

を

批

判

し

、

さ

ら

に

「
念

仏

相

続

し

、

臨

終

正

念

を

も

て

、

往

生

の

指

南

と

す

べ

し

と

い

ふ

事' 

消
息
と
い 

ひ
、

記

文

と

い

ひ

、

こ

の

ひ

じ

り

の

存

意

あ

き

ら

か

な

り

」

と
、

念

仏

相

続

に

よ

る

臨

終

正

念

を

往

生

の

指

南

と

す

べ

き

旨

が

、

二
通
の 

消

息

と

共

に

、

こ

の

記

文

に

も

明

ら

か

に

さ

れ

、

こ

れ

こ

そ

証

空

の

真

意

で

あ

る

と

伝

え

て

い

る

。

な

お

、

そ

の

本

文

は

少

し

長

い

の

で 

掲

載

を

略

す

る

が' 

内

容

は

凡

そ

次

の

如

く

で

あ

る

。

そ

の

は

じ

め

に

「
三

心

具

足

の

念

仏

は

、

仏

の

願

に

相

応

す

る

故

に

、

か

な

ら

ず

摂

取

の

利

益

を

か

う

ぶ

る

」

と

あ

り

、

つ
い
で
摂
取 

を

説

明

す

る

に

三

縁

釈

、

三

業

不

相

捨

離

の

釈

を

出

し

、

「
三

心

具

足

す

る

故

に

、

帰

命

の

心

を

こ

る

、

こ

れ

を

南

無

と

い

ひ

、

三
縁
そ 

な

は

れ

ば' 

無

碍

光

の

體' 

我

等

が

罪

悪

の

身

に' 

へ

だ

つ

る
と

こ

ろ

な

き

功

徳

を' 

阿

弥

陀

仏

と

い

ふ

也

」

と

し

て

南

無

阿

弥

陀

仏

の 

六

字

を

釈

し

、

「
念

々

不

捨

者

、 

是

名

正

定

業

、

順

彼

仏

願

故

」
(

『
散
善
義
』
深
心
釈)

の

文

に

よ

り

、

さ

ら

に

「
自

余

衆

行

、

雖"

名
-

是 

善
ハ 

若
比
ー
ー
念
仏
一
者
、

全
非
ー
ー
比
校
一
也
、

是

故

諸

経

中

、

処

々

広

讃-
一
念
仏
功
能
ハ
如-

無
量
寿
経
四
十
八
願
中
ハ
唯
明
・
専
念-
一
弥
陀
名
号
一 

得
・
生
、

又

如
一
弥
陀
経
中
ハ
ー
日
七
日
、

専
一
一
念
弥
陀
名
号
一
得"

生

、

又

十

方

恒

沙

諸

仏' 

証
一
一
誠
不
虚
一
也' 

又

此

経

定

散

文

中

、

唯
標
・ 

専

念-

名
号
一
得
・
生'

此

例

非

“ 

一
也
、
広
顕
一
一
念
仏
三
昧-

竟

」
(

『
定
善
義
』
第
九
真
身
観)

の

文

を

あ

げ

て

広

く

念

仏

三

昧

を

顕

わ

す

。

か
く 

て
、

愚

悪

の

凡

夫

も

報

土

に

往

生

を

遂

ぐ

る

と

明

か

し

て

い

る

が

、

こ

れ

を

誤

解

し

て

「
悪

は

憚

べ

か

ら

ず

」

と

い

う

、

い
わ
ゆ
る
悪
無 

碍

に

対

し

て

「
こ
れ' 

を

の

れ

が

悪

の

と

ヾ

め

が

た

き

に

よ

り

て

、

枉

て

い

ま

の

教

の

所

談

を

称

す

る

事' 

太

も

て

し

か

る

べ

か

ら

ず

」
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と

厳

戒

し' 

そ

の

悪

に

よ

る

狂

乱

往

生

と

『
観

経

』

下

々

品

の

往

生

と

を

区

別

す

る

。

す

な

わ

ち

、

こ

れ

に

つ

い

て

は

、

「
当

世

か

の

門 

流

と

号

す

る

な

か

に

、

多

念

を

功

労

す

べ

か

ら

ず

、

臨

終

を

沙

汰

す

べ

か

ら

ず

と

い

ふ

人

」

に

対

し

て

「
こ

れ

ま

た

く

善

恵

房

の

義

に

あ 

ら

ず' 

末

学

の

今

案

な

り

」

と

批

判

す

る

こ

と

か

ら' 

そ

の

誤

解

を

弁

明

し

て

自

ら

の

立

場

を

明

ら

か

に

し

よ

う

と

し

た

。

証

空

の

念

仏 

義

の

一

班

が

推

察

で

き

る

よ

う

で

あ

る

。

以

上

、

消

息

に

関

し

て

う

か

が

っ

て

き

た

が' 

同

じ

く

『
行

状

絵

図

』

に

は

「
こ

の

ひ

じ

り

の

意

巧

に

て

人

の

心

得

や

す

か

ら

む

た

め 

に
、

自

力

根

性

の

人

に

む

か

ひ

て

は

、

白

木

の

念

仏

と

い

ふ

事

を

つ

ね

に

申

さ

れ

け

り

」
(

四
七)

と

し

て' 

証

空

の

主

調

し

た

「
白
木
の 

念

仏

」

の

記

載

が

あ

る

の

で

、

こ

れ

に

つ

い

て

次

に

考

察

し

て

み

た

い

。

さ
て

、

「
白

木

の

念

仏

」

に

つ

い

て

は

、

後

に

『
白

木

法

語

』

ま

た

は

『
白

木

念

仏

』
(

『
浄
土
宗
西
山
派
学
匠
著
述
目
録
』)

一
巻
本
と
し 

て

別

冊

に

さ

れ

て

い

る

。

す

な

わ

ち

、

そ

れ

は

『
行

状

絵

図

』

よ

り

の

抄

出

で

あ

る

が' 

こ

こ

で

は

、

そ

の

稿

本

と

推

定

す

る

九

巻

伝

の 

『
法

然

上

人

伝

記

』
(

三

ノ

上

「
善
恵
上
人
の
事
」
の
内)

に

所

収

さ

れ

る

も

の

に

よ

り

、

そ

の

文

が

「
上

人(

西
山)

の

念

仏

義

の

中

核

を

示

〈6)

し

た

も

の

」

と

い

わ

れ

る

だ

け

に

注

意

し

て

う

か

が

い

た

い

。

ま

ず

「
自

力

の

人

は

念

仏

を

い

ろ

ど

る

也

」

と

し

て' 

「
大

乗

の

悟

」
，
「
ふ

か
き

領

解

」
・
「
戒

」
・
「
身

心

を

調

る

」

な

ど' 

い
わ
ゆ
る 

戒

・

定

，
慧

の

三

学

を

以

て

彩

色

す

る

と

い

い

、

こ

う

し

た

「
定

散

の

色

ど

り

あ

る

念

仏

」

に

対

し

て

、

「
大

経

の

法

滅

百

歳

の

念

仏

」 

・
「
観

経

の

下

三

品

の

念

仏

」

こ

そ

「
何

の

い

ろ

ど

り

も

な

き

白

木

の

念

仏

也

」

と

説

明

す

る

。

つ

づ

い

て

「
本

願

の

文

の

中

の

至

心

信 

楽

を

称

我

名

号

と

釈

し

給

へ

る

も

、

白

木

に

な

り

か

へ

る

心

也

」

と

し

て

、

「
所

習

観

経

の

下

品

下

生

の

機

は

、

仏

法

世

俗

の

二

種

の

善 

根

な

き

無

善

の

凡

夫

な

る

故

に

、

何

の

い

ろ

ど

り

も

な

し

」

と

述

べ' 

も

し

死

苦

に

責

め

ら

れ

て

「
忙

然

」

と

な

っ

て

も

「
十

声

仏

を

称 

す

れ

ば

声

々

に

八

十

億

劫

の

罪

を

滅

し

て' 

見

金

蓮

花

猶

如

日

輪

の

益

に

あ

づ

か

る

也

」

と

示
す

。

か
く
て

、

少

し

の

道

心

も

な

く

定

散 

の

彩

色
も
な

く
、

た

だ

知

識

の

教

に

随

っ

て

「
別

の

さ

か

し

き

心

な

く

て

、

白

木

に

唱

て

往

生

す

る

也

」

と' 

少

し

の

自

力

分

別

を

も

混 

え

な

い

他

力

の

念

仏

を

勧

め

る

が

、

こ

れ

に

つ

い

て' 

『
大

経

』

の

三

宝

滅

尽

の

時

の

念

仏

も

白

木

の

念

仏

で

も

り' 

そ

の

時

こ

そ

下

根
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の

我

等

は

「
か

ゝ

る

愚

な

る

身

な

が

ら

、

南

無

阿

弥

陀

仏

と

唱

る

所

に

、 

仏

の

願

行

悉

く

円

満

す

る

故

に

、 

こ

ゝ

が

白

木

の

念

仏

の

忝

に 

て

は

あ

る

也

」

と

明

か

し' 

最

後

に

「
中

々

に

心

を

そ

へ

ず

申

せ

ば

、

生

る

と

信

じ

て

ほ

れ̂

^

と

南

無

阿

弥

陀

仏

と

唱

が

、

本

願

の

念 

仏

に

て

は

あ

る

也

、

こ

れ

を

白

木

の

念

仏

と

は

云

な

り

」

と

結

ば

れ

て

い

る

。

す

な

わ

ち

、

こ

の

法

語

を

要

約

す

れ

ば

、

初

め

に

所

簡

の 

自

力

念

仏

を

、

つ

い

で

白

木

念

仏

の

相

を

説

示

し

、

自

力

の

執

心

を

捨

て

て

白

木

の

念

仏

に

帰

す

べ

き

事

を

教

う

る

も

の

と

い

え

よ

う

。 

次

に

、

消

息

と

法

語

に

つ

づ

い

て

、

短

篇

鈔

物

と

し

て

、

し

か

も

「
安

心

・
起

行

・

作

業

の

心

得

が

最

も

要

領

よ

く

精

髄

を

尽

し

て

纏

(7) 

め

ら

れ

た

る

も

の

」

と

い

わ

れ

る

『
五
段

鈔

』

に

つ

い

て

概

観

し

て

み

た

い

。

本

書

は

、

そ

の

冒

頭

に

「
夫
速
欲
レ
離
一
一
生
死-

」

と

『
選

択

集

』

三

選

の

文

と

同

じ

書

き

出

し

で

始

ま

り' 

浄

土

門

に

入

る

過

程

と

し 

て

五

段

あ

る

べ

き

こ

と

を

示

す

。

す

な

わ

ち

「
一
者
厭
一-
穢
ハ
二
者
欣
一-

浄

土

ハ

三

者

具
一
三
心
ハ
四
者
行
一
一
念
仏
ハ
五
者
明
一-

念
仏
益
一
」

と 

あ

げ

、

順

次

に

経

釈

の

文

を

あ

げ

て

説

明

す

る

。
(

な
お
引
文
は
文
政
四
年
の
版
本
に
よ
る) 

ま

ず

、

第

一

の

厭

穢

離

土

に

関

し

て

は

、

『
観

経

』

序

分

の

厭

苦

縁

の

文

を

あ

げ

、

『
定

善

義

』

第

七

華

座

観

の

「
娑

婆

」

に
つ
い
て 

の

文

を

あ

げ

て

「
誠

三

界

有

為

栖

来

」

と

し

、

つ

づ

い

て

「
無
常
迅
速
境
不
レ
待-
一
出
入
息
ハ 

念
念
三
悪
為
二
果
報
ー
」

と

述

べ

る

。

実

は

、 

こ

の
文
は

、

ひ

ろ

く

自

著

と

認

め

ら

れ

る

『
観

経

定

善

要

義

釈

観

門

義

鈔

』

巻

第

四

に

も

載

る

と

こ

ろ

で

あ

り

、

こ

う

し

た

無

常

を

感

ず 

れ

ば

こ

そ

「
厭
一
一
三
界
六
道-

可"

入
一
常
楽
門-

」

と

説
く
。

し

た

が

っ

て

、

つ

ぎ

に

第

二

の

欣

求

浄

土

が

明

か

さ

れ

、

『
法

事

讃

』

に
よ
っ 

て

一

切

の

仏

土

中

と

く

に

凡

夫

の

た

め

、

別

し

て

西

方

の

浄

土

が

選

ば

れ

た

釈

文

を

あ

げ

、

そ

の

西

方

に

つ

い

て

真

言.

天

台

よ

り

の

解 

ノ 

ト 

リ 

ノ 

ニ
 

ノ 

ニ
シ
テ 

ス
ル
也 

ニ
 

ニ
 

テ 

釈

に

対

し

て

、

「
別

所

求

西

方

者

報

土

也

」

と

明

か

し

、

さ

ら

に

「
就
レ
之
有
ニ
ー
心
一
初
独
勝
土
此
則
荘
厳
精
華 

超
-

過 

十
方
一
故
閣
二 

余
方
一
独
取
レ
勝
二
極
楽
一
次
別
願
成
就
土
、

是
則
垢
障
女
人
為
二
罪
悪
衆
生
一
感
成 

報

土

也

、

此
報
土
欣
レ
生
心
願
生
心
言
也
」

と

示

す

。
 

か

く
て

、

第

三

に

は

「
具
一
三
心
一
」

と

し

て

上

記

の

願

生

心

が

依

報

に

向

か

っ

て

発

る

の

に

対

し

て

、

『
観

経

』

上

品

上

生

の

「
一
者
至 

誠

心

・
二

者

深

心

・
三

者

廻

向

発

願

心

」

の

三

心

は

「
付
-

行
體
一
発
心
也
」

と

示

し

、

『
選

択

集

』

第

八

，
三

心

章

の

標

文

を

あ

げ

、

三 

心

の

一

つ

一

つ

を

説

明

す

る

が

、

そ

れ

は

全

五

段

中

も

っ

と

も

詳

細

に

わ

た

り' 

本

書

の

眼

目

と

考

え

ら

れ

る

。

こ

の

う
ち

、

初

め

の

至
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誠

心

に

つ

い

て

は

『
散

善

義

』

の

釈

に

も

と

づ

い

て

至

誠

は

真

実

で

あ

り

、

第
十
八
願
の 

「
十

方

衆

生

至

心

信

楽

」

の
文
に
照
ら
し
て 

「
法

蔵

菩

薩

真

実

御

心

知

我

等

妄

想

離-

著
心
一
成
一
一
真
実
心-

」

と

明

か

し

、

「
往
生
真
実
順
一
一
仏
心
一
我
心
即
真
実
心
也
」

と

す

る

。

か
く 

て

「
発-

真
実
心
一
誠
厭-

娑

婆
-

欣
一
一
浄
土
一
止
“
悪
行
レ
善
如
ー
ー
ー
切
菩
薩
一
可
”
思

故

争

至

誠

心

一

」

と

結

ば

れ

て

い

る

。

つ
い
で
、

深
心

は

「
信

楽

」

に

照

ら

し

て

「
仏
願
意
無
二
差
別

」

と

し

、

『
散

善

義

』

に

も

と

づ

い

て

字

句

を

説

示

し

、

「
深

信

至

誠

心

深

成

也

、

然
善 

悪

共

輪

廻

業

不

“
得
一-

往
生
益
一
故
無"

有
一
一
出
離
之
縁-

」

と

信

機

を

明

か

す

。

さ

ら

に

信

法

に

つ

い

て

も

同

じ

く

説

示

し

、

「
爰
衆
生
依
ー
ー 

仏

願

力-

成
二
往
生
一
弥
陀
依-

衆
生
信
心
一
顕
ー
ー
正
覚
一
然
離
二
往
生
一
別
仏
無
二
正
覚-

離
二
仏
正
覚
一
無
二
往
生-

信

也

」

と

し

、 

さ

ら

に

『
往
生 

礼

讃

』

と

『
玄

義

分

』

の
文
を

引
き

、

「
正

覚

體

云

二
衆
生
称
念
必
得
往
生-

也
」

と

述

べ

、

凡

夫

の

往

生

を

明

ら

か

に

し

た

。

か

く

て

、

第

三

の

廻

向

発

願

心

で

も

『
散

善

義

』

の

文

に

も

と

づ

き

「
廻

向

者

廻

向

心

也

」

と

示

し

、

そ

の

理

由

と

し

て

「
弥
陰
成
一
・
一
万
行
..
向
一
一
衆 

生
一
衆
生
彼
行
體
廻
向
時
所
修
行
體
無
二
故
本
願
云
ー
ー
欲
生
我
国
一
故
、
上

所"

明

願

生

彼

国

願

至

誠

心

所"

捨

日

夜

十

二

時

急

走

急

作

等

虚

仮 

ハ
 

ニ
ノ 

フ 

ハ
 

ノ 

ニ
 

玉
ヘ
ル
ト
シ
ト 

シ
テ
ル 

ン
ト 

ニ
 

ニ
 

ト 

雑

毒

深

心

所"

簡

諸

行

、

専

雑

ニ

行

仏

兆

載

永

劫

万

行

万

善

成

就 

無
一
一
差
別-

随
喜
願
一
一
一
生
一
一
彼
国-

故
言
一
一
廻
向
発
願
心
一
」

と

説

き' 

そ

ハ
シ
テ

の

廻

向

発

願

心

が

至

誠

心

・

深

心

と

密

接

不

離

の

関

係

に

あ

っ

て

、

欲

生

我

国

と

願

生

彼

国

の

対

応

を

め

ぐ

り

、

独

自

の

領

解

を

述

べ

て

ニ
シ
玉
シ 

ノ 

ハ
 

カ 

ハ
シ
ト 

シ
玉
ケ
リ
ト 

ス 

い
る
が
、

さ

ら

に

廻

向

の

相

を

三

種

に

分

け

て

、

一

に

は

「
弥

陀

因

中

行

六

度

万

行

、 

三
業
御
功
徳
我
等
三
業
無
二
差
別
一
感
得 

随

喜

」 

カ 

ノ 

チ 

シ
テ 

シ
テ 

ノ 

ス
ル
也 

ヲ 

カ 

ノ 

と

あ

り

、

二

に

は

「
我
等
迷
情
三
業
即
仏
之
転
一
一
三
業-

無

差

別
-

相
応
親
近
具
足
一
一
功
徳-

」

と

し

、

つ

い

で

三

に

は

「
我

等

三

業

即

父

母 

三
業
故
我
転
一-

三
業
一
仏
體
無
“
隔

故

父

母

即

転 

得
一-

往

生


」

と

述

べ

、

と

く

に

父

母

の

恩

孝

に

つ

い

て

世

・

世

出

の

二

種

に

わ

け

て

詳 

し

く

説

明

し

、

「
六
ハ
弘
誓
願
自
一
一
孝
養
一
顕
九
品
正
行
自
一
一
孝
養
一
成
、

孝
養
父
母
教
一-

廻

向
-

為
説
一
一
西
方
快
楽
因-

此
孝
終
随
一
一
喜
如"

此 

発
二
孝
順
心
一
言
二
廻
向
発
願
心
一
也
」

と

結

ぶ

。

か

く

て

、
三

心

に

つ

い

て

「
至

誠

心

正

直

心

、
不
レ
荘
心
雑
毒
虚
仮
行
知
レ
不
レ
生
二
浄
土
一
云
二 

ノ 

ト 

ノ
ニ 

ノ 

ナ
ル
ヲ
フ 

ト 

ト
云
ハ 

テ 

ト 

モ
久 

ニ
 

メ
テ 

ノ
ト 

能
発
之
心
一
此
故
所
発
三
業
真
実 

云
・
至
誠
心
一
也
、

深
心 

者
云
一-

真
実
深
信
一
而
信
一-

願

力

収

取

正

定

之

業

南

無

阿

弥

陀

仏

往

生

體

ハ

廻 

向 

者

上

所

“
捨

雑

毒

虚

仮

諸

行

皆

悉

依

“
願
随
一
一
喜
得
生
因
成
伏
一
如"

是

三

心

分

別 

帰

命

一

心

極

此

心

摂

取 

云
一
一
阿
弥
陀
仏

」

と 

し
て' 

終

り

に

『
散

善

義

』

の

文

の

「
一
心
専
念
」

の
文
を

引

く

。

つ

い

で

第

四

の

念

仏

を

行

ず

る

事

に

つ

い

て

は

、

「
仏

因

行

果

徳

行
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ラ 

シ
玉
フ 

ハ
 

ニ
 

體

、
我

等

無"

隔
成
就 

」

と

示

し' 

『
散

善

義

』
・
『
法

事

讃

』

よ

り

の

引

文

に

も

と

づ

い

て

念

仏

を

行

ず

べ

き

事

を

勧

め

、

「
然

任"

力 

テ 

V -- 

-7 

ス
レ
ハ 

リ 

ン
デ
ノ 

ニ
 

ニ
 

ス
ル 

ノ 

ノ
ト
云 

ノ 

随
一-

機

堪
-

不
“
問--
行
住
坐
臥
一
念
仏 

識

腿

神

飛

機

上

現

身

見

仏

也

、

其

見

仏

體

者

南

無

阿

弥

陀

仏

名

号

也

」

と

し

、

さ

ら

に

『
般

舟

讃

』 

の

文

を

引

い

て

説

い

た

後

、

「
如

“
是

等

自

利

利

他

行

願

併 

依
ー
一
南
無
阿
弥
陀
仏
一
行
一
成
就
故
也
」

と

結

ぶ

。

さ

ら

に

第

五

の

念

仏

の 

益

を

明

か

す

段

は

、

も

っ

と

も

簡

単

で

「
念

仏

修

行

人

、

現

生

即

延

年

転

寿

不

“
遇
一
一
九
横
之
難

」

と

し

て

『
観

経

』

の

「
分

陀

利

華

」 

の
文
と' 

そ

れ

を

解

釈

し

た

『
散

善

義

』

の

好

人
,

上

上

人

・

妙

好

人

・
希

有

人

・

最

勝

人

の

、

い

わ

ゆ

る

「
五

種

嘉

誉

」

を

述

べ

て' 

本

鈔

一

部

を

終

わ

っ

て

い

る

。

以

上

、

『
五
段
鈔
』

の

本

文

を

引

き

な

が

ら

内

容

を

う

か

が

っ

て

き

た

が

、

そ

の

中

に

も

か

な

り

多

く

善

導

の

釈

が

引

文

さ

れ

て

い

る

。 

こ

れ

に

つ

い

て

、

前

掲

の

『
西

山

上

人

縁

起

』

の

文

中

に

も

「
善

導

和

尚

十

六

観

ノ

精

要

ヲ

ソ

授

ラ

レ

ケ

ル

」

と
、

師

源

空

よ

り

善

導

の 

『
観

経
疏
』

を

指

授

さ

れ

、

さ

ら

に

同

じ

く

『
縁

起

』

巻

一

に

「
正

治

元

年

紀

殿

中

ニ

シ

テ

師

ニ

カ

ハ

リ

テ

選

択

集

ヲ

尊

閤

二

読

授

シ

タ 

テ

マ

ッ

ラ

ル

、

其
時
八
纔
一
一
年
二
十
三
ナ
リ
、
智

解

ノ

抜

萃

セ

ル

事

ゝ

此

ヲ

モ

テ

シ

リ

ヌ

へ

シ

」

と

記

し

、

つ

づ

い

て

「
又
光
明
峰

寺

殿 

禅
閤
厳
命
ー
ー
ヨ
リ
テ
、

観

経

疏

私

記

十

巻

ヲ

造

り

進

ゼ

ラ

レ

ケ

リ

」

と
、

道

家

の

た

め

に

「
観

経

疏

私

記

」

を

作

り

進

上

し

た

と

伝

え

、 

以

て

『
観

経

疏

』

研

鑽

の

程

が

察

せ

ら

れ

る

。

か

く

て

、

『
縁

起

』

巻

四

の

終

り

に

は

「
上
人
ノ
御
抄
一
一
自
筆
他
筆
ナ
ド
、
テ

ア

ル

モ

」 

と

述

べ

ら

れ

る

通

り

、

こ

ん

に

ち

も

「
自

筆

鈔

」

と

い

わ

れ

る

『
観

門

要

義

鈔

』

四

十

余

巻
(

『
西
山
全
書
』
第
三
・
四
巻
所
収)

が

あ

る

。
 

こ

の

う

ち

『
般

舟

讃

観

門

義

』

巻

七

の

終

り

に

は

、

本

鈔

を

開

版

し

た

空

覚

の

識

し

た

寛

文

十

一

年(

一
六
七
ー)

の

跋

文

が

あ

り

、

そ
れ 

に

よ

る
と

、

『
観

門

要

義

鈔

』

は

建

保

元

年(

ニ

ニ

三
)

よ

り

元

仁

元

年(


ニ
ニ
四)

に

至

る

十

二

年

間

に

、

証

空

が

各

地

で

講

説

さ

れ 

た

記

録

を

集

め

た

も

の

で' 

も

と

は

仮

名

書

き

で

あ

っ

た

が' 

そ

の

自

筆

本

は

殆

ん

ど

散

佚

し

た

と

い

う

。

か

く
て

、

そ
の

の
ち

空

覚

が 

小

倉

山

二

尊

院

の

所

蔵

本

を

索

め

、

仮

名

の

和

文

を

漢

文

体

に

書

き

換

え

た

と

し

て

い

る

。

と

こ

ろ

で

、

こ

の

『
観

門

要

義

録

』

を
鏤
刻 

す

る

に

あ

た

っ

て' 

そ

の

原

本

と

な

っ

た

所

謂

「
仮

名

書

観

門

義

」

の
う
ち' 

『
観

念

法

門

観

門

義

』

ニ

巻

と

『
往

生

礼

讃

観

門

義

』

五 

巻

が

昭

和

八

年

に

西

教

寺

の

正

教

蔵

よ

り

発

見

さ

れ

、

つ

い

で

大

谷

大

学

図

書

館

よ

り

『
四

帖

疏

仮

名

書

観

門

義

』

十

一

冊(

不
完)

が
見
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出

さ

れ

、

ま

た

石

黒

観

道

所

蔵

『
般

舟

讃

』

の

仮

名

鈔(

上
巻
の
み)

も

報

告

さ

れ

た

。

し

か

も

、

と

く

に

大

谷

大

学

所

蔵

の

『
仮

名

書

観

(8)

門

義

』

に

つ

い

て

は

、

藤

原

幸

章

博

士

が

詳

細

に

亘

っ

て

紹

介

さ

れ' 

漢

文

体

の

現

行

『
観

門

義

』

と

比

較

し

て

現

行

本

の

問

題

点

を

指 

摘

し

、
証

空

講

述

期

間

の

誤

り

を

次

の

ご

と

く

訂

正

さ

れ

た

。

す

な

わ

ち

、

『
四

帖
疏
』

は

建

保

三

年(

ー
ー
ー
ー
五)

五

月

二

十

九

日

か
ら 

承

久

三

年
(

一
ニ
ー
ニ)

ハ

月

十

三

日

に

至

る

七

年

間(

証
空
三
十
九
歳
〜
四
十
五
歳)

に

成

立

し' 

さ

ら

に

仮

名

書

の

具

書

は

『
観

念

法

門

』 

・
『
般

舟

讃

』
，
『
往

生

礼

讃

』

の
順
に
、

承

久

三

年

ハ

月

十

四

日

よ

り

嘉

禄

二

年(

ー
ニ
ニ
六)

五

月

十

五

日

に

至

る

期

間

の

講

述(

な
お 

『
法
事
讃
』

の
講
述
は
不
明)

と

考

定

さ

れ

た

。

し

た

が

っ

て

、

本

・
具

の

両

疏

を

合

わ

せ

た

『
観

門

要

義

鈔

』

の

講

説

は

建

保

三

年

か

ら 

嘉

禄

二

年

に

及

ぶ

十

二

年

間(

証
空
三
十
九
歳
〜
五
十
歳)

で

あ

り' 

空

覚

の

跋

文

に

示

す

年

時

の

謬

り

が

修

正

さ

れ

ね

ば

な

ら

な

い

。

な

お

、 

具

疏

の

う

ち

『
法

事

讃

』

に

つ

い

て

は

、

漢

文

の

『
観

門

義

』

も

伝

来

し

な

い

が

、

前

述

し

た

『
五
段
鈔
』

の

中

に

「
法

事

讃

云

」

と
し 

て

巻

下

の

後

行

分

・

行

道

の

文

を

引

い

て

説

明

す

る

個

所

が

あ

る(

第
四
行
念
仏
の
段)

の
で
、

初

め

か

ら

無

か

っ

た

か

ど

う

か

今

後

の

研

究

に

俟

た

ね

ば

な

ら

な

い

。

(1) 

田

村

円

澄

『
法
然
上
人
伝
の
研
究
』

五
〇
頁
参
照
。

(2) 

『
仏
教
史
学
』
第
七
巻
第
二
号
「
証
空
と
慈
円
」
参
照
。

(3) 

久

木

幸

男

「
証
空
と
慈
円
」
(

『
仏
教
史
学
』
七
ノ
ニ)

(4) 

天
明
四
年
、
西
谷
流
の
俊
鳳
妙
瑞
は
『
西
山
復
古
篇
』
を
著 

わ
し
て
、

「
西
山
流
義
秘
抄
事
」
と
題
し
て
後
人
が
西
山
上
人
に 

名
を
借
り
て
作
っ
た
と
す
る
。

(5) 

『
続
鎌
倉
仏
教
の
研
究
』

の

「
源
空
に
つ
い
て
」

に
所
収

「
熊
谷
直
実
の
上
品
上
生
往
生
立
願
に
つ
い
て
」
を
参
照
。

(6) 

上

杉

慧

岳

「
西
山
の
白
木
念
仏
の
法
語
に
就
き
て
」(

『
仏
教 

研
究
』
三
ノ
四)

(7) 

森

英

純

「
延
書
五
段
鈔
」
解

説
(

『
西
山
学
報
』

ハ)

(8) 

『
大
谷
学
報
』
第
十
九
巻
第
二
号
「
大
谷
大
学
蔵
四
帖
疏
仮 

名
書
観
門
義
に
つ
い
て
」
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